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景 良権保々 営枕 結氷　o  函泰暢 子

余 良七 冬家 政　　　　　 丹 羽 雅 子

目 的　 接 着 か口座 雅 工才L－湛力 れバハう 剥 灸をも ち，*  r-- . 参I-' =r 浅才 勉 μを何条t  ?

斤匹 かV  I  ス テ･レう ゜乞既 紡 拓・w･ 吋 り な いよっ て衣限 心ト 洗 い を可 細 リ る。 これ

ら・ 捲 毒か墟 条知 の建 仁り 丿 竹 左能 気化 をﾗ釘 べ 脳 性 の抜 巻 尺･抜染 聊(7> 参今抽理外 桂 の

オ 劃 に よっ マ捉i  る。%一礼/CD ･/.   (71衣地ト つ丿1  it: ド ライ グリ ーこ ンアの向p ヽら，^ り/惟 の

あ るア リエ スヽ T   Iﾚ･   斧も 魂知ドヽ歌地ト ついt  {1 水建 い，ド ラトド レ つン 万(T) 両向 心ヽら そ

れ りの洗 仁 い-  ごる-]t能 友拡い い かにt  ろ。

方 沫 訓 転・ 単も ・ぺ リェースrヨレの荒紋干 の希 々 ふ男ヤ 孚 生服 用か兌 ア傭 ，莱 恥 の溥 洙

グ吟 転 織布， 不織 仰の斗1 恩 祐収 ぞヽ れ2 対 抑 用 い ら. ド ラ^ ド い に 万象汗 口秀剤

パ ークV    iレエ十V  `ン を邱ゝ｡N、　弗 遁ト-L ク～ グリ'    ヽ ング レ れ 鑓μ/i ぷ し する。家方 用定

気比r-- し酸 に よ ろ水洗 い蚤 件に 申僅 沈翻凛 晨心 φf ≒ か'c , 2らぶ の矛 追 ら バ） チ 方式ざ

4-0 °c,   3 － ，2  iilのず了?' ，右 引I']'-､檄ド ル て7     ふ 脱水 すI  ,  雌^  和 尚蒼平物襟 何唯 と

しI  ?ﾉ 漆 り, * ず, 象 昿 忿んれ ， 后3  ,   考 々6  絃?-P 針 刺 シ スデ ヘを印V べ 計 測 寸 乱

坤界， 水 洗いに ぶ苓麿^ ，才 で匹

索 ヴ剛 忙 淘 ず にスケリシト せ ん称 剛胆,   七 ん斟 しスナ') シ 入ば燥也 レ沈 仁く回系） 適

加 にっれ'i 大？ぐt 化i ふ芯jitと比 齢妁 考仁 のヤrjr いか地（ み ら漱，し 牡U  i 7- 翁 希か米 和

の浦 左0) 影 響 巾ヽ漆 れ 。ヽ^ ≒ こ れら峯か 籾理 繕舛0 ぐ が まい 叱兪り £も同旅・ 変払V み

ら れ る. 繰也 し辻rここ(- よi  % 本勿 理爵 憚・ 良 和≒釧え肩寺 どの闇係 ご託 乙られ 。水魏 いと

ドラ イクり-    丿V  r によ る楳鯵考化・ 條利 口異^f  る-  とダ 諮 力ら れ^  .
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